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事務事業シート（実施計画事前基礎シート）
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１．事務事業の位置付け ２．予算区分

4

1

1 款

4 項

目

３．事務事業の概要

４．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

○

その他 （ ）

※概算人件費②は、人工数に便宜上、1人当たり年間平均人件費（市一般会計全体、共済費を含む額）を乗じた数値を記載しています。
※平成22年度の（　　）内の数値は、21年度からの繰越事業費で、外数で記載しています。
※企業会計の財源内訳の一般財源欄は、一般会計繰入金を記載しています。
※平成24年度以降の計画（内容及び総事業費）については、予定であり確定したものではありません。
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(0千円) 80,848千円 77,489千円 77,489千円
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県支出金

地方債

93,180千円①直接事業費 92,526千円
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円
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国庫支出金

その他（　　　） 19,305 24,314

93,180千円 93,180千円88,575千円

平成25年度
（計画）

平成26年度
（計画）

定員20名 定員20名 定員20名

主な事業の
実績・計画

[事業内容（事業量）・事業費] [事業内容（事業量）・事業費] 業務委託（全部・一部）により実施

平成22年度入学者数23名
平成23年3月卒業者数12名
（うち市内就職者数5名）
国家試験合格率（看護師
100%）

平成23年度入学者数29名

指定管理

補助金・交付金

平成24年度
（計画）

平成22年度
（実績・決算見込）

平成23年度
(計画・作成時予算額)

現在の実施手法（複数選択可）

市が直接実施

事業概要 めざす効果（事業目的）

自然に囲まれた素晴らしい環境の下で感性豊かな人間性を養うことを通して、看
護の対象である人間を幅広く理解し、また対象の健康上の問題を解決するため
に必要な看護に対する知識、技術、態度を身につけることにより、現代の保健医
療の進展、変化に対応できる看護の実践者の育成をめざし、また、人々の生活
基盤である地域を理解し、個人個人の生活特性を生かした看護展開ができる能
力を開発するために、在宅ケアの看護技術の修得および継続看護に重点をおい
た教育を実施しています。

感性豊かな人間性と現代医療に対応できる知識・技
術・態度を身につけた地域社会に貢献できる看護師
の育成

重点施策コード

小 施 策 高等教育 （小事業名）

事業コード

基本政策 生きる力をはぐくむ教育の充実 病院事業会計 （中事業名）※予算書事業名
総
合
計
画

政 策 心豊かな教育と文化に包まれた、ゆとりある暮らし 会計区分

施 策 学校教育

根拠法令等 内部管理事務

平成 年度～ 平成 年度 特別及び企業会計、組合

投資事業

市立病院事務局 看護専門学校（教務庶務室） 長谷川　美恵子 64-7700 施設等維持管理

7013-2 (H.22)No. 7013-2

事務事業名 看護専門学校（病院事業会計）
事
業
区
分

(

複
数
選
択
可

)

ソフト施策事業

扶助費

補助金交付金

人
工
数

②概算人件費

①+②総事業費

(H.23)No.

担当部局名 担当室名 室長名 連絡先

新・継 事業期間

973



（平成23年7月作成）

５．主な事業指標と成果

６．事業を取り巻く環境

７．担当室による点検 ［事務事業をより良く（最適化）するために］　

 ①協働等は実践していますか  ②協働等の主な相手先について

 ③協働等の主な形態について（現在および今後の可能性）  ④協働等の今後の取組について

(2)（現在の事業費の範囲で）効果を高める方法や工夫等を、さらに図ることができますか

(3)事業効果を一層高めるため、他の事務事業との連携や統合を図ることができますか

(4)新たな財源確保や事業に係る負担の見直し等を、さらに図ることができますか

(5)その他、有効性や効率性を高めるための工夫や取組を図ることができますか

８．今後の事務事業の方向（点検を踏まえた担当室による内部評価）

　総合評価（事業の展開方法） 特記事項

継続（現行）

（1）短期的な（平成23年度）事務事業の工夫・改善など

（2）「継続（現行）」の理由、中長期的な（平成24年度以降）事務事業の工夫・改善など

これまでに民営化を視野に入れた経営形態の見直しを検討していたが、｢公設民営方
式｣は現行法上不可能であるため、現在は、病院の運営形態を見極めながら、現状の運
営を継続するのが最良である。

新たな財源確保や事業に係る負担の見直しは困難である

困難である

現在の手法が妥当である

現在の手法が妥当であり、連携や統合は困難である

市が直接実施

備考欄（工夫・改善等を記載）

現在の経済低迷により資格取得につながる「看護」の専門学校への
進学希望は増加の傾向にはあるが、依然として4年制志向が強いた
め、今後も継続して受験者の増加を見込むことは難しい。また、本校
は近隣の学校に比べ、低額の学費であるが、近年の景気低迷は家
庭の財政状況を年々厳しいものにしており、学生の学業継続を困難
なものとしている。

（1）協働の取組（「新しい公」の推進）

実践していない（適当ではない）（→④へ）

考察及び今後
の対応方針

地域に貢献できる優秀な学生の確保に努める

事業環境の今後の変化
（対象者やニーズ、法令・制度の改正等）

市民・事業関係者・団体等からのこれまでの主な意見

実績

目標
人

10

実績 4(4) 7(6) 5(5)

- - 10 10
活動指標

目標
市内就職者数（うち名張市立病院就職者数） 人

20 20

実績 25 22 23 29

H.22 H.23 H.24

活動指標
目標

入学者数 人
- - -

事業指標名 単位
H.20

（現状値）
H.21

974


